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40）寺西俊一, 外川健一共著「自動車リサイクル : 静脈産業の
現状と未来」（2004年）p.57より引用。
41）時間効率が悪い原因は、自動車最終所有者が公安機関に
「廃棄届け」を出してから、「回収・解体業者、資源再生業者」
が廃車を処理する前の段階まで、自動車最終所有者は、多数
の「届け」、「証明書」を出さなければならないからである。
また、「回収・解体業者、資源再生業者」が廃車を完全に処
理するまで何日もかかる。一台廃車の処理作業の時間は大体
数日間かかるのが現実である。
42）中国の後進地域と先進地域の区分は、（資源循環リサーチ
2006年度）羅錦模のリサーチ発表を参考した。
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